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令和８（2026）年度 人文科学研究科 心理学専攻 博士前期課程 一般入試（春期） 
試験科目：心理学 
◆出題の意図 

問題１ 
心理学の実証研究論文を理解し、また、自身で研究仮説を立てるうえで、媒介効果と

調整効果の違いを理解していることは重要である。本設問では、媒介効果と調整効果
について具体例に基づき説明を求めることで、それぞれの効果を適切に理解できてい
るかを問うた。 
 
問題 2 

AI は思考する機械だと言われており、他方、思考は人間の心の働きであることから、
本問を出題することで、人間の心の働きに関する問題を捉える力を確認できると考え
た。 

 
問題 3 

本問は、心理学の実証論文を理解する力と英文による論文を読みこなす力との両方
を確認する目的で出題された。 
 

 
◆解答又は解答例 

問１〜問３は、一義的な解答例が示せないため、公表していません。 
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